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令和４年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

 

令和５年２月２７日 

 

                          学校法人光星学院 

八戸学院第二しののめ幼稚園 

 

１．本園の教育目標 

   「明るく元気な子」 

「心の豊かな子」 

「自分の考えをもてる子」 

 

２．本園の特色 

  （１）体験や行事を通して学びの芽ばえを育てる表現活動 

  （２）自然体験を通して育てる喜びと食育活動 

  （３）八戸学院大学、八戸学院大学短期大学部と連携した教育活動 

 

３．令和４年度重点目標の達成および取組みの状況 

重点目標【個性ある教育の推進】 

＜１＞  教育内容の充実 

１．  生活や遊びを通して発達の支援を行う。 

２．  自然や人との関わりの中で、子どもたちが主体的に活動できる体験学習を

実施する。 

３．  年長クラスを対象とした小学校との連携・接続プログラムを計画的に実施

する。 

＜２＞  教職員の資質および専門性の向上 

１．  日々の教育内容の計画、実施、評価、見直し（PDCA）を行い、改善を図る。 

２．  研修体制の工夫と改善を行う。（受講機会の公平性確保や非常勤職員の研

修受講を可能にする体制づくりを行う） 

３．  各教職員の課題や経験等に応じた研修を受講し、幼稚園教諭としての資質

向上を図る。 

＜３＞  業務の効率化のための ICT 機器の整備 

１．  園務の円滑な遂行および教育の計画や実施記録のため、各教室にタブレッ 

トを配備する。 

２．  オンライン研修・交流や各種講習を園内で受講可能にするため、インター 

ネット環境を整備する。（3～5 カ年計画） 

＜４＞  園内施設・設備の安全整備 

１．  園舎外壁を修繕（修理・塗装）する。 

２．  園庭のフェンスを修理し、園庭遊び時の安全確保を図る。 

３．  夏季・冬季の室内環境を整える。 
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達成度と取組み状況 

※評価（A…十分な成果があった B…成果があった C…少し成果があった  D…成果がなかった） 

目標項目  評価  取り組み状況  

＜１＞教育内容の充実  

①生活や遊びを通して発達の

支援を行う。 
A 

・サッカー教室、造形教室（年 10 回）、リトミック教室（年

10 回）、英語教室（年６回）、運動遊び（年 6 回）等を計

画通りに実施し、園児らの心身の健全な発達に寄与し

た。 

②自然や人との関わりの中で、

子どもたちが主体的に活動でき

る体験学習を実施する。 

A 

 

・植物や野菜の植え付け（５月）と収穫（8 月、10 月）、収

穫した芋や野菜使った料理会（11 月）、亀やうさぎ、めだ

かの飼育（年間）等を通じた命の教育や食育を行った。  

・ブルーベリー狩り（7 月）、夏祭り（7 月）、ボディペインテ

ィング（8 月）、虫捕り（9 月）、焼き芋会（11 月）、もちつき

（12 月）、そり遊び・スノーチューブ（1 月）、豆まき（2 月予

定）、ひなまつり（3 月予定）等、それぞれの季節の遊びや

行事を通して、自ら自然に触れたり動植物を育てたりする

気持ちや態度を育んだ。  

③年長クラスを対象とした小学

校との連携・接続プログラムを

計画的に実施する。 

B 

・支援の必要な園児について、個別に情報共有を行った

（旭丘小学校、新井田小学校が来園）。 

・卒園後の就学予定先の全小学校に年長クラスの参観

日の案内を出し、幼稚園での子どもの様子の参観と懇談

会を実施し、情報共有を図った。参観できなかった小学

校には個別に面談・電話等で対応した。  

・コロナ禍で 3 年中断していた小学生との交流会（旭ヶ丘

小学校）をオンラインで実施し、小学１年生と本園年長児

の交流を図った。また、小学生による授業や行事などの

説明や質問コーナーなどを通して小学校の様子を知るこ

とができた。 

・実施が 3 学期に集中してしまったため、次年度は年間

を通して段階的に実施できるよう計画する必要がある。  
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＜２＞教職員の資質および専門性の向上  

①日々の教育内容の計画、実

施、評価、見直し（PDCA）を行

い、改善を図る。 

B 

・評価項目「保育の計画性④自分は日々の計画の見直

しや反省を行っている （※Plan（目標）・Do（実行）・

Check（評価）・Action（改善）のサイクル活用）」では、職

員 8 名の自己評価は 4 段階評価で平均 3.0 であった。

一方、保護者アンケートによる評価項目「指導の状況」、

「保護者との連携」の項目では、5 段階評価でいずれも平

均 4.6 であった。このことから、それぞれの職員が日々の

保育・教育活動の改善に努めていると考えられる。  

 また、毎月の定例職員会議においては、行事の振り返り

だけではなく、各クラスの状況や園児ひとりひとりについて

報告をし、今後の対応や改善策について職員間で活発

な話し合いがされていた。しかし、保護者との連携が取り

にくく教育効果に繋がらないケースもあった。 

・自由参観日・・・９～１０月にかけ、園児の普段の幼稚園

での姿や様子を保護者に自由に参観していただき、職員

の保育・教育方法やその他改善点についての要望を受

け付けた。自由参観の実施については、複数の保護者よ

り今後も続けてほしいとの要望があった。  

②研修体制の工夫と改善を行

う。（受講機会の公平性確保や

非常勤職員の研修受講を可能

にする体制づくりを行う） 
B 

職員数とシフトの関係で、非常勤職員の研修受講の困難

さはあったものの年間で２研修延べ４名が受講することが

できた（昨年はゼロ）。 

しかし、研修設定日に勤務を抜けられない等の事情で希

望する研修を受講できない、また受講してほしい研修に

参加できないなど、シフト管理の課題が残された。  

③各教職員の課題や経験等に

応じた研修を受講し、幼稚園教

諭としての資質向上を図る。 

A 

勤務シフトの関係で希望する研修を受けることができなか

ったケースもあるが、年間で１４研修延べ３３名が受講する

ことができた。 

＜３＞業務の効率化のための ICT 機器の整備  

①園務の円滑な遂行および教

育の計画や実施記録のため、

各教室にタブレットを配備する。 

C 

職員用ノートパソコン１機を増設することができた。  

②オンライン研修・交流や各種

講習を園内で受講可能にする

ため、インターネット環境を整備

する。（3～5 カ年計画） 

C 

＜３＞①のノートパソコンと LAN 延長コードを使い、園舎

内のどの教室からもインターネットに繋ぐことがでいるように

なった（ただし、その都度、設定する必要がある）。  

＜４＞園内施設・設備の安全整備  

①園舎外壁を修繕（修理・塗

装）する。 
D 

次年度以降に持ち越し。 

②園庭のフェンスを修理し、園

庭遊び時の安全確保を図る。 
A 

フェンスの修理、増設が施され、安全が確保された。  

③夏季・冬季の室内環境を整

える。 
A 

年中クラスの暖房の入れ替えを行ったほか、雨漏り（雨漏

り跡）の修理が行われた。 
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４．総合的な評価  

評  価  理   由  

B 

重点目標の中でも＜１＞、＜２＞、＜４＞は日々の保育・教育活動で子どもに直

接かかわる事項である。昨年度の引き続き、＜４＞「園内施設・設備の安全整

備」では、ハード面の整備を目標として挙げていたが、教員自己評価から日頃

の安全点検を徹底（習慣化）させる必要があることが示唆された。また、「保護者

に対する情報発信の方法や正確性」、「子育て支援の一環としての園児保護

者の相談業務」等、保護者対応の知識やスキルについては継続的な課題とし

たい。 

昨年度、取り組みが進まなかった幼小連携接続については、計画を立て実施

することができたが、3 学期に集中してしまった。本来の「あるべき姿」として段階

的・継続的に実施できるよう年間を通した教育課程編成が必要である。 

 

５．今後取り組む課題 

課 題 内  容 

幼小連携・接続 
小学校との交流および連携を図り、接続プログラムを、年間を

通して計画的に実施できるよう教育課程を編成する。 

教職員の資質 

および専門性の向上 

各教職員の課題や経験等に応じた研修を受講するなど、幼稚園

教諭としての人格と資質向上を図る。特に、発達課題を抱える

園児に対して必要な支援や働きかけ、子育て支援としての保護

者対応（相談業務）等、適切に行えるよう自習したり、研修を

受けたりする。 

園内施設・設備の 

安全整備 

園舎や園庭の設備・備品・教具・遊具の修繕・修理を行うとと

もに、園児の健康と安全確保を図るための点検を日頃から行う

ことを習慣づける。また、年間を通して感染症対策を行い、夏

季・冬季の室内環境を整える。 

 

６．学校関係者評価委員の講評（令和 5 年 2 月 27 日開催後、追記） 

 目標の達成度については概ねクリアしている。コロナ禍にあって、教育・保育活動計画

に沿って可能な方法・形式で取り組んできたことがうかがえる。また、昨今、小学校等で

も支援の必要な子どもが増えていると聞いているが、その点についても課題をもって園全

体で取り組んでいる。今後も少人数で家庭的な特色を生かし、教職員全員で一人ひとりを

丁寧にみながら支援・指導してもらえるようお願いしたい。 

 

以 上 

 


